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研究開発

FORTRAN77プログラム動的解析ツール

ー FORDAP　77一の使用について

牛島　和夫＊，程　京徳＊

1．はじめに

　FORTRANプログラム動的解析ッールFORDAPは1975年九州大学工学部情報工学科のFACOM

230－45Sのもとで作成以来，九大大型計算機センターはじめ50以上の大学研究機関等に移し換え

られて利用されてきた［1］［2］．1982年2月にFORTRAN77がJIS化された［3］にもかか

わらずFORDAPは新しい規格に対応していなかった．1984年5月から九大大型計算機センターの

FORTRAN処理系がFORTRAN77に統一されることになったのでFORTRAN77プログラムを解析

対象とする動的解析ッール（以下これをFORDAP77という）を用意することにした．　FORDAP77

は九州大学大型計算機センターのFACOM　M－3820SIV／F4のもとで使用できる．これは従来の

FORDAPに基づいてFORDAPの全面改訂を行ったものである．本稿では，2．でFORDAP77の機

能について述べ，3．でFORDAP77の使用方法について述べ，4．でFORDAP　77の使用上の制限お

よび注意事項について述べる．

2．FORDAP77の機能

　FORDAP77の主な機能は次のとおりである．

（1）FORTRAN77プログラムの各実行文の実行回数を計測する．論理IF文，プロ。クIF文及び

ELSE　IF文ではさらに論理式の値が真となる場合の数を計測する．

　（2）プログラムの実行コストとして各プログラム単位の実行所要CPU時間（計測によるオーバーヘ

ッドが含まれる）を計測する．

　（3）実行時に得られた計測データをプログラム単位ごとに整理，集計してサマリーを作る．

　（4）上記の結果をわかりやすい形で（TSSの場合では利用者の指示によって会話的に）出力する．

　（5）プログラミングデバ。グ支援のためにプログラム異常終了時にもそれまで得られた情報を可能

な限り出力する．

　FORDAP77の出力について次に説明する．

　FORDAP77は計測結果全体を一覧できるように，最初にサマリー（上記（3））を出力する．サマリ

ー の例を図1に示す．FORDAP77をTSSで使用する場合にはサマll一を見て問題のある手続き（が

あればそれ）を見付け出し，その計測結果をすぐに見にゆくときなどの手掛りとなる．

　サマリーの中の各欄の意味は次のとおりである（図1参照）．

　・　NAME欄：プログラム単位の名前．名前の前にMとかFとかSとかDとかがあり，それぞれは

該当プログラム単位が主プログラム，関数副プログラム，サブルーチン副プログラム，初期値設定副

プログラムであることを示す．
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FORTRAN77プログラム動的解析ッール

FρCOH　　　OSIU！F4　　　　　FORDnp77　　　　　－840225－　　　　　U－83　　　L－91　　　　　　　　DργE　84一θ5－98　　　　　了IHE　17－53－23

■ゆホ申中巾申ウ申　SUHH口RV　OF　PROCEDURεS　IN　SOURCE　P費0θRρH　ゆ●巾■ゆ■中■⑨

　Nq阿E　　　中　　NO　中　LINES　■　EXεCUTρ8しE　申　UNEXECUTED　●　INUOIくED　■　εXECU丁10NS　ゆ　　TI門E

阿　FOP’7　　　　　1　　　　　129　　　　　　　　　　18　　　　　　　　　　　θ　　　　　　　　θ　　　　　　　　4793　　　　71θ6

F　CκIND　　　　　　2　　　　　　18　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　9　　　　　15θ5θ　　　　　　　　62331　　　　　692

SDOSτ　　　3　　　71　　　　　44　　　　　 15　　　　4　　　　　199　　　 6
S　DOTERP1　　　　　4　　　　　　3θ　　　　　　　　　　　12　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　98　　　　　　　　　　202　　　　　　　2

S　IFCONU　　　　　5　　　　　　44　　　　　　　　　　　27　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　14　　　　　　　　　　24θ　　　　　　48

9　1FS丁　　　　　　6　　　　　84　　　　　　　　　　55　　　　　　　　　　14　　　　　　183　　　　　　　32942　　　　　644

SINI丁　　　　7　　　16　　　　　　　7　　　　　　　9　　　　31　　　　　　186　　　　θ
SINPU丁　　 8　　 27　　　　　7　　　　　0　　 1789　　　　θ943　　996
F　IUP　　　　　　　　9　　　　　　31　　　　　　　　　　　θ　　　　　　　　　　　3　　　　　　　842　　　　　　　　3368　　　　　　4ぐ

SLGεXP　　 1θ　　　25　　　　　 13　　　　　　2　　　　81　　　　　329　　　86
FNU「吋　　　11　　　16　　　　　 θ　　　　　 1　　　419　　　　3659　　　2θ
S　NXTCH　　　　　12　　　　　　26　　　　　　　　　　14　　　　　　　　　　　9　　　　　14758　　　　　　　29θ543　　　　　693

SNXTST　　13　　　θ3　　　　　449　　　　　 7　　　1195　　　 58543　　1219
SOUT81F　　14　　　32　　　　　14　　　　　 θ　　　112　　　　1188　　293
S　OUT8N　　　　　16　　　　　　13　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　0　　　　　　542　　　　　　　　1939　　　　　 50
S　OUT81　　　　　17　　　　　　　7　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　θ　　　　　　1476　　　　　　　　　1476　　　　　233

SOU了CRN　　1θ　　　2θ　　　　　 11　　　　　　θ　　　 θ44　　　　5154　　 687
S　OUTCR1　　　　19　　　　　　19　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　0　　　　　　1129　　　　　　　　　1129　　　　　482

S　OU了阿SF　　　15　　　　 5θ　　　　　　　　 33　　　　　　　　 14　　　　　　31　　　　　　　　192　　　　　3

SOUT9　　　29　　　52　　　　　20　　　　　 6　　　153　　　　 4θ8　　 θ6

S　OUTID　　　　　21　　　　　　39　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　27　　　　　　　　　　θ9　　　　　　11

S　OUTIS　　　　　22　　　　　　35　　　　　　　　　　　13　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　786　　　　　　　　　2411　　　　　335

S　OUT2D　　　　　23　　　　　　11　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　9θ　　　　　　　　　　98　　　　　　51

S　OUT3R　　　　　24　　　　　　32　　　　　　　　　　15　　　　　　　　　　　5　　　　　　　181　　　　　　　　　643　　　　　　76

SP口RSεR　　25　　390　　　　　242　　　　　94　　　1195　　　 193871　　3653
S　STncκ　　　　　26　　　　　　2θ　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　3　　　　　　8271　　　　　　　33984　　　　　347

S　STFNC　　　　　27　　　　　　24　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　ア　　　　　　9

STIHSET　 28　　　17　　　　　 7　　　　　 6　　　 31　　　　　186　　　14
STITLε　　29　　　16　　　　　 2　　　　　 0　　　　1　　　　　 1　　　1θ
S丁RnNS　　39　　323　　　　 292　　　　　49　　　1195　　　 21414　　1932
D“ゆ牢口　　31　　コ91　　　　　　1　　　　　　0　　　　9　　　　　　9　　　6

＊●噛牢巾丁0τnLゆ巾■ゆ取　　　180θ　　　　　　　　　θ71　　　　　　　　　225　　　　　51343　　　　　　639533

図　1，

　・　NO欄：ソース・プログラムの中におけるプログラム単位の出現順序．

　・　LINES欄：プログラム単位の総行数．

　・　EXECUTABLE欄：プログラム単位の中の実行文の総数．各IF文とGO　TO文の枝の分岐も

実行文の総数に入れる．

　・　UNEXECUTED欄：プログラム単位の実行文の中で実行されなかった文の数．

　・　INVOKED欄，：プログラム単位が引用された回数．

　・　EXECUTIONS欄：プログラム単位の各実行文の実行回数の総数．

　・　TIME欄：プログラム単位の実行所要CPU時間（MSEC）．

　各プログラム単位のサマリーの中での出現順序はまず主プログラム（名前を付けない場合は＊＊＊

＊＊＊），次に関数副プログラムとサブルーチン副プログラム（名前のアルファベット順），最後に

初期値設定副プログラム（名前のアルファベ．ト順．名前を付けない場合は＊＊＊＊＊＊）となって

いる．

　FORDAP77リストの形式には二種類がある．図2と図3とにFORDAP77の二通りの出力例を示

す．NXTSTというサブルーチンは図1のサマリー中に見出すことができる．
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中SOURCE　SmT“ENτ中　　　　　　　ε×ECUTION　T団E・　　　1219門SEC　　　　　E×ECuTIONS　　　　mUε
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①　　　　②

　　　　C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33085186

　　　　　　　　　SU8ROUTINε　N》〈TSτ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ9θθ519θ　　　　　　　1195

　　　　C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θθ9052θθ

　　　　C　　　　　THIS　SUθROUT∫NE　REρDS　CρRDS　UP　τO　NE×T　ST口TEρ↑ENτ．　　　　　　　　　　　　　　　　a90日521θ
　　　　C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θθθθ522θ

　　　　　　　　　INTE6ER　CREND．CRNO．C門TNO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂θ白05230

　　　　　　　　　1NγEGER　TI門ω，TI門∪，IDCL．門ODE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O99θ5249

　　　　　　　　　CHρRnCTER　UORκ中39．CH自R申1．CRθUF（21）＊89　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ09θ5250

　　　　　　　　　1NTεθER　IεNDワZERO，Nθ∫F，NLIF，NEIF，N門q，NSF，NBO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　909θ5260
　　　　　　　　　∫NTEGER　しINκ〈21），FIRS丁，LF〕ST　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θθ0θ5270

　　　　　　　　　1NTεGER　∫TIHε　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　agO∂528白

　　　　C　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『0θ995299

　　　　　　　　　CO阿HON　！FCO阿2！CRεND．CRNO，C門TNO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Oθ09539θ

　　　　　　　　　CO問HON　／FCO門41丁1♪1UレTI門U．IDCL，HODE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　goga531θ

　　　　　　　　　CO門HON　！FCOP15！ωORκ，CH口R，CRθUF　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9θθθ532θ

　　　　　　　　　CO付阿ON　／CNSTθN／IEND，ZεRO，NBIF，NLIF，NE∫F“N門ρ，NSF．NBD　　　　　　　　　　　　　　OO♂θ5330
　　　　　　　　　CO門HON　／CRLINκ／LINκ，FIRST，L臼ST　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g9095340
　　　　　　　　　CO「¶門ON　／CPUTI阿／1τ∫阿E　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oOθ05359

　　　　　　　　　CO門♪10N　／10UNτT！NrN，NOUγ，Nτ8L，Nト1SG，NCR　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a90θ5369

　　　　C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θθ095370

　　　　　　　　　1F　〈CREND．GT，9）　THEN　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oθθψ5380　　　　　　　1195　　　　　　　　　9　（　　θ．gx　）
　　　　C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gO6θ539θ

　　　　CLnSTENDcnRDISNISSED．　　　　　　 90σθ5409
　　　　C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　899白5419

　　　　　　　　　　　　ωR∫TE（N門SG，29）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ0θθ542θ　　　　　　　　　　O

　　　　　　　　　　　　cnLL　OUT9《7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　89095430　　　　　　　　　　0

　　　　　　　　　　　　STOP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O99θ5449　　　　　　　　　　0

　　　　　　　　　εNDIF　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o90θ545θ　　　　　　　工195

　　　　　　　　　CNTNO繧O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gOO95460　　　　　　　　1195

　　　　　　　　　1F　（CRNO・NE・θ）　THEN　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白0995470　　　　　　　工195　　　　　　　エエ94　（　99．9Z　）

　　　　　　　　　　　　FIRST＝LRST　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　agga548θ　　　　　　1194
　　　　　　　　　　　　CRNO＝1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a6965496　　　　　　　　1194

　　　　　　　　　　　　εLSE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θθθθ559θ　　　　　　　　　　1

　　　　C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gOOθ5519

　　　　C　　　　　NO　C月RD　εXISTS　IN　8UFFER　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日0095520

　　　　Cθθ9θ5530　　　　　　　　　　　　CRN9＝1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0θeθ5549　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　FIRST＝1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　09θθ555θ　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　LFIS丁零工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ9θ9556θ　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　DO　5θ　エエ1．29　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9θ0θ5579　　　　　　　　　　　1

　　　　　　5θ　　　　LINκぐ1）＝1＋1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ90955θθ　　　　　　　　　　2②

　　　　　　　　　　　　LJNκ〈2ユ）＝1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θθθθ559θ　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　CρLL　INPUτ（CRBUF（FI々ST））　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　909θ5600　　　　　　　　　　1

　　　　　　1θ9　　　　1F　（CRθUF（FIRSτ）（1：1）．EQ．，C’．OR．CRθUF（FIRST）（1：1）．EQ．’申’）　τHEN　909θ5619　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　1　（　50．6Z　）

　　　　　　　　　　　　　　　∫F　ζTI阿回．E口．θ）　CρLL　丁1門SET　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θθθθ5629　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　1　（160．8之　）

　　　　　　　　　　　　　　　CρLL　OUTBI（ZERO）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9θ∂95659　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　1F　（CRθUF（FIRST）（2ξ6）．E口．，一γ1河E，）　τTI門E＝0　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ②θθ564θ　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　9　（　　0．9％　）

　　　　　　　　　　　　　　　CρLL　INPUT（CRBUF（FIRS丁））　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9θ0θ5650　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　GO　TO　lag　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O99θ5669　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　εNDIF　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oθθθ567e　　　　　　　　　　 工

　　　　　　　　　ENDIF　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gOOθ568θ　　　　　　　工195

　　　　　2θθ　CRNO＝CRNO＋1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　agθψ5699　　　　　　　　1229

　　　　　　　　　1F　（CRNO．6T．2工）　THεN　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 o99θ57θθ　　　　　　1229　　　　　　　　 0　（　　白．OZ　）
　　　　C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ggaθ5710

　　　　C8UFFER　O）ER　　　　　　　　 oθ9θ5729
　　　　C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ9θθ5730

　　　　　　　　　　　　URITE（NHSG，19＞　CRBUF　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8909574g　　　　　　　　　　a

　　　　　　　　　　　　STOP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白θ9θ5750　　　　　　　　　　θ

　　　　　　　　　ENDIF　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gO白θ576θ　　　　　　　1229
　　　　　　　　　Lnsτ＝LINκ（しρST）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a6995779　　　　　　　　1229

　　　　　3θθ　CρLL　∫NPUτ（Cρ日UF（し月ST＾））　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　999θ5786　　　　　　　1787

　　　　　　　　　1F　（CRεND．G丁．6）　REτURN　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Oθθθ579θ　　　　　　　　1787　　　　　　　　　　　1　（　　0．1％　＞

　　　　　　　　　IF　〈CR日UF〈Lρ9τ）（1ξ1）．EQ．’C’．OR．CR8UF（L自ST）（1：1）、EQ、’申’）　THEN　　　　　　O6605866　　　　　　　　1786　　　　　　　　558　（　31．2Z　》

　　　　　　　　　　　　CHTNORC阿Tト↓0＋1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9θθθ581θ　　　　　　　　　55θ

　　　　　　　　　　　　GO　TO　399　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ09θ582θ　　　　　　　　　558

　　　　　　　　　　　　ELSε　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6θ9θ5836　　　　　　　1228

　　　　　　　　　　　　1＝1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ9θθ584θ　　　　　　　　1228

　　　　　499　　　　1F　（1．LT．72．ρND．CR8UF〈LρST）（1ξ1）．EO．，　’）　THEN　　　　　　　　　　　　　　　　　96θθ5θ59　　　　　　　1987工　　　　　　　9643　（　8θ．7万　）
　　　　　　　　　　　　　　　1ゴ1＋1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　69白0586白　　　　　　　　9643

　　　　　　　　　　　　　　　●0　ア0　49θ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θθθθ5θ7θ　　　　　　　　9643

　　　　　　　　　　　　εNDIF　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gθθθ5θ89　　　　　　　　工228

　　　　　　　　　　　　1F　（∫．ε0．72）　THEN　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a②θθ5899　　　　　　　1228　　　　　　　　　0　（　　9．OZ　）
　　　　　　　　　　　　　　　CHτNO3C阿TNO寸・1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90θ95gga　　　　　　　　　　g

　　　　　　　　　　　　　　　GO　TO　コ99　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　990θ5919　　　　　　　　　　∂

　　　　　　　　　　　　ENOIF　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oθθθ592白　　　　　　　1228

　　　　　　　　　ENPIF　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9θ9θ593θ　　　　　　　1228

　　　　　　　　　1F　（CRBUF（し自ST）（6ご6）．NE．’θ’．RND．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9白0θ5949　　　　　　　1228　　　　　　　　　34　（　　2．θ％　）

　　　　　　　　＋　　　　CρBUF（LρST）（6言6）．NE．”）　GO　7』0　2θO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　aθ0θ5950
　　　　C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ9θ9596θ

　　　　　　19　FORHρT〈1！5X，27H丁001阿RN∨　CON丁INUρτ∫ON　LINES／（5X，q89＞）　　　　　　　　　　　　θθe9597a
　　　　　　2θ　FO費阿ρτ（／！5X，18HεND　CρRD　IS　♪11SSED　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0θaθ5980

　　　　　　　　　END　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　aθ0θ609θ

図　2．
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EXECUTIONS　喰申　SOURCE　ST臼丁ε阿εNT　巾＊　　　　　　　εXECUTION　τIHE　＝　　　　　　1196　∫噂SεC

①

②

　　　　C

1195　　　　　　　SUBROU丁INE　NXTSγ
　　　　C

　　　　C　　　　　τHIS　SUθROUTINE　REρDS　CρRDS　UP　TO　NEX丁　STnTE阿εNT．
　　　　C

　　　　　　　　　　INTεGεR　CRεND，CRNO，cr寸γNO

　　　　　　　　　　INTEGER　TI岡U，TI阿），IDCL，阿ODE
　　　　　　　　　　CHρRnCTER　ωORκ＊3θ，CHρR牢1，CRθUF（2ユ）申8θ

　　　　　　　　　　INTEGER　IEND，ZεRO，N81F，NしIF，NεIF．N♪1口，NSF，NBD
　　　　　　　　　　INTεGεR　LINκ〈21）．FIRS了，LρSτ

　　　　　　　　　　INTεGER　ITIHE
　　　　C

　　　　　　　　　　CO阿門ON　／FCO阿2！CRεND，CRNO，α寸TNO

　　　　　　　　　　COHHON　1FCO「鴨44！TI岡ω，TIHU，IDCL，HOOε

　　　　　　　　　　COH「吋ON　／FCOH51ωORκ，CHρR，CR8UF
　　　　　　　　　　CO阿HON　1CNSTθN！1εND，ZEROワNθIF，Nし1F，NεIF，NHρ，NSF，N8D
　　　　　　　　　　CO門阿ON　！CRLINκ！LINκ，FIRSTレL臼ST

　　　　　　　　　　COHHON　！CPUTIH／1TI岡E
　　　　　　　　　　CO∫り門ON　〆10UNIT／NIN，NOUT，N’rθ1＿．N阿SG，NCR

　　　　C

1195　　　　　　　1F　（CRεND．GT．θ）　THEN
　　θ（　θ．9％）

　　　　C

　　　　C　　　　　LnST　END　CρRD　IS　HISSεD．
　　　　C

　　θ　　　　　　　　　ωRrrE（N「¶SG，29）

　　θ　　　　　　　　　cqLL　OU了9（7）

　　θ　　　　　　　　S了OP

1195　　　　　　ENDIF
1195　　　　　　　C問丁～0＝θ

1195　　　　　　　1F　（CRNO．NE．θ）　THεN

1194（　99．9髪＞
1194　　　　　　　　　FIRSγ牢LnST
1194　　　　　　　　　　CRNO冒1

　　　1　　　　　　　　εLSE

　　　　C

　　　　C　　　　　NO　C自RD　EXISTS　IN　8UFFER
　　　　C

　　　l　　　　　　　CRNθ埴1
　　　1　　　　　　　　FIRST＝1
　　　1　　　　　　　　し臼ST信1

　　　1　　　　　　　　　　00　59　エロ1，26

　　2θ　　　　5θ　　　　LINκ〈1）エ1＋1

　　　1　　　　　　　　　　LI～κ（21）宅1

　　　1　　　　　　　　C臼LL　INPUT（CR8UF（FIρST））
　　2　　　199　　　　1F　（CRθUF（FIRST）《131）．ε0．，C，．0費．CR日UF（FIRST）〈101）．εO．，●，）　T
　　　1（　5θ．θ2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HEN

　　　l　　　　　　　　　　　　　IF　（TIHω．EO．θ＞　C臼LL　TI飼SET

　　　1（199．9詫）

　　　1　　　　　　　　　　　　CρしL　OUτθ1（ZεRO）

　　　1　　　　　　　　　　　　　1F　（CR8UF（FIRST）（236）．EQ．，－TIHε，）　ITIHε法9
　　　θ《　9．gx）

　　　1　　　　　　　　　　　　C臼Lし　INPUT〈CR8UF（FIRST））
　　　1　　　　　　　　　　　　　GO　TO　1θ9

　　　1　　　　　　　εNDIF

1195　　　　　　εNDIF
1229　　　26θ　CRNO8CRNO＋1
1229　　　　　　1F　〈CRNO．GT．21）　THεN
　　　θ〈　θ．θ渚）

　　　　c

　　　　C8UFFεR　OUεR
　　　　C
　　　θ　　　　　　　　　　ωRITε（N「りSG，19）　CR8UF

　　　g　　　　　　　　STOP

1229　　　　　　ENDIF
1229　　　　　　LnSTエしINκ〈しnST）
1787　　　3θg　cnLL　INPUT（CRBUF（LρST））
17θ7　　　　　　 1F　〈CRεND．GT．θ＞　RετURN
　　　1〈　θ．1髪）

1786　　　　　　　1F　（CRBUF“＿臼ST）〈1：1）．ε0．，C’．OR．CR8UF（LnST）（1・1）．EO．，ホ，）　THεN

　558（　31．2X）
　55θ　　　　　　　　　　CHTNO冒C阿「「NO＋1

図　3．
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　558　　　　　　　　　60　γ0　3θθ

1228　　　　　　　ELSE
1228　　　　　　　　1＝1
1θθ71　　　49θ　　　　IF　（1．L了．72．臼NO．CR8UF〈LρST）《∫31）．ερ百，　°）　τHEN

9643（　88．7Z）
9643　　　　　　　　　　1＝1＋1
9643　　　　　　　　　60　TO　4θ9
1228　　　　　　　E吋DIF
1228　　　　　　　　　　1F　（1．εQ．72）　THEN

　　9（　②．θわ
　　9　　　　　　　　　　　　CHτNO＝C阿TNO＋1

　　θ　　　　　　　　　GO　TO　39θ
1228　　　　　　　　 ENDIF
1228　　　　　　　E～DIF

1228　　　　　　　1F　（CRBUF（LρST）（6ξ6）．NE・’9，．qND・
　34（　　2．θ％）

　　　　　　＋　　　　CR日UF（LρST♪（696）．NE．，　’）　GO　TO　2θθ

　　　C
　　　　　19　FORH自了（／！5X．27HTOO　阿臼N＞　CONTINU臼TION　LINεS／（5×，Q8θ））
　　　　　20　FORHF｝T（1！5×，1θHεND　CρRD　IS　「りISSEO　）

　　　C
　　　　　　END

図3．（つづき）

　図2はバッチ処理向きの出力形式で，出力幅の広い装置（132欄）を想定して計測結果を出力する

ものである．図3はTSS向きの出力形式で，出力幅の狭い装置（80欄）を想定して計測結果を出力

するものである．図2においては，ソース・テキストの右側にあるEXECUTIONS欄（図2①参照）

には対応する実行文の実行回数を示し，EXECUTIONS欄の右側にあるTRUE欄（図2②参照）には

論理IF文，プロ。クIF文，　ELSE　IF文の論理式を評価して真となった回数を百分率とともに示

している．図3においては，出力幅が狭いので図2①，②の情報を図の左側に示し，②の情報は次の

行に出力している（図3②参照）．

5　FORDAP　77の使用方法

　FORDAP77を使用するには，利用者はいくつかの簡単なジョブ制御文或はTSSコマンドを使用し

さえすればよい．

（1）バッチ処理で使用する場合

　バ。チ処理で使用する例は図4に示す．自明だと思われるので説明しない．

！／　Jobnαme　　　 JOB　 pα88りord
！！　　　　　　　　　　　E×EC　FORD臼P77

／！　FDP．S＞SIN　DD　DSN＝　dαtα8et　nαme，　DISP＝SHR

！／GO．S∨SIN　DD　中

　　dotq
／！

図　4．

（2）TSSで使用する場合

　FORDAP77コマンドは次のとおりである．
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FORDAP77　ソース・プログラム・データセット名

　　　　　　　　OBJ（結合したいオブジェクト・モジュール・データセ。ト名）

　　　　　　　　1．IB（結合したいロード・モジュール・データセット名）

　　　　　　　　DATA（入力データが入っているデータセ。ト名）

　　　　　　　　RESULT（実行結果を出力するデータセ。ト名）

　　　　　　　　SY（出力装置の指定）

　　　　　　　　TYPE（FORDAP7711スト出力形式の指定）

　　　　　　　　TERMINAI、（端末出力行数の指定）

　各パラメータをそれぞれ次に説明する．

　OBJ（　）の指定は，ソース・プログラムとコンパイル済みのオブジェクト・モジュールとを結合

して実行するためのものである．もしそのようなオブジェクト・モジュールがなければOBJ（　　）

指定を省略できる．

　LIB（　）指定は，コンパイル・リンケージ済みのロード・モジュールを結合して実行するための

ものである．もしそのようなロード・モジュールがなければLIB（　）指定を省略できる．

　DATA（　）指定は，かっこの中で「＊」或は「入力データを格納しているデータセット名」を指

定する．前者は入力データを端末から入力することを示す．後者は入力データを該当データセ。トか

ら入力するのを示す（プログラムの中でのREAD文の論理機番は「5」であること）．もし省略する

と前者と見なす．

　RESULT（　）指定は，かっこの中で「＊」或は「実行結果を格納したいデータセ。ト名」を指定

する．前者は実行結果を端末に出力することを示す．後者は実行結果を該当データセ。トに格納する

ことを示す（プログラムの中でのWRITE文の論理機番は「6」であること）．もし省略すると前者

と見なす．

　SY（　）指定は，かっこの中で「＊」或は「A」，「D」，「0」，「S」，「K」，「U」の

いずれかを指定する．前者はTSS端末出力で，後者はセンターのラインプリンタへの出力である．も

し省略するとTSS端末に出力する．

　TYPE（　）指定は，かっこの中で「N」或は「W」を指定する．前者は80欄用で，後者は132

欄用を想定している．指定を省略すると80欄となる．

　TERMINAL（　）指定により，端末への出力の一時停止を指定できる．かっこの中に「＊」或は

「整数」を書く．前者は通常の方法で端末を使うことを示す．後者は「整数」で指定した行数だけ端

末にメ。セージが出力されたとき，出力を停止して擬似アテンション割込み要求の有無を，端末ユー

ザに問い合わせるよう指定する．実際には，利用者はもう一度RETURN鍵を押すとメ。セージが続い

て出力される．この指定を省略すると前者になる．

　TSSの場合の具体的な使用例を図5に示す．以下図中に丸で囲んだ番号に従って説明する．

　FORDAP77コマンドを入力すると（図5①参照），FORDAP　77システムはまず被計測ソース・

プログラムの前処理を行う（図5②参照）．もしソース・プログラムの中でFORDAP　77使用制限

（次節に述べる）に違反することがあればFORDA77の使用制限に違反するメッセージもここで出力

一 281一
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する・その後・前処理をしたソース・プログラムはコンパイル・リンケージ・ロードされる（図5③，

④参照），被計測プログラムが実行に入ると

中中中申＊　ε×ECUTING　中申＊中＊

というメ。セージが出てくる（図5⑤参照）．この時，もしデータを端末から入力する要求があれば

利用者はデータを入力する（図5⑥参照）．その後，実行結果が出力される（図5⑦参照）．

　プログラムの実行が終るとFORDAP77システムはまずFORDAP77の標題とソース・プログラム

のサマリーを出力する（図5⑧参照）．次に

＊申＊＊＊　INPUT　COH門qND　PLEρSE　（　SU門「イnR∨　，　LIST　，　END　）

というメッセージが出る．ここから，利用者とFORDAP77との会話をはじめることができる．この

状態を以下FORDAP77の会話モードという（図5⑨参照）．

　FORDAP　77は利用者のために三つのコマンドを用意している．以下それぞれ説明する．

　・LIST：このコマンドは，利用者がソース・プログラムの中で任意の1つ或はいくつかのプログ

ラム単位の計測情報を見ることができるように用意している．出力すべきプログラム単位の選定には

サマ11一が参考になるだろう．このコマンドの入力形式は次のとおりである．

｛HST一｝

　L一

蕪∵［｛鷹∵］

＊ ［注］

ここで「一」は1個以上の空白を示す．上記の中で，文字列は出力すべきプログラム単位の名前であ

る（図5⑩参照）．整数は，ソース・プログラムの中でのプログラム単位の出現順序である（図5⑪

参照）．それぞれサマリーの中でNAME欄とNO欄に示されている．整数1一整数2の場合は利用者

がソース・プログラムの中で連続する2個以上のプログラム単位について計測情報を見るために用意

している．この場合には整数1と整数2は必ずソース・プログラムの中でのプログラム単位の出現順

序で，かつ整数1≦整数2でなければならない（図5⑫参照）．なお，一つのHSTコマンドの中で

いくつかの文字列と整数と整数1一整数2とが混在してもかまわない（図5⑬参照）．＊は，ソース

・ プログラム全体の計測情報を出力するためのものである（図5⑭参照）．

　・SUMMARY：このコマンドは，利用者とFORDAPとの会話中いつでもプログラム単位ごとのサ

マ11一を見ることができるように用意している．このコマンドの入力形式は次のとおりである．

｛：i竺ARY一｝川［注コ

ここでオプション「A」と「N」はサマリー出力形式の指定である．前者はプログラム単位の名前の

アルファベット順でサマリーを出力するのを示す．後者はプログラム単位の出現順でサマ11一を出力

するのを示す．この指定を省略すると「A」指定と見なす．FORDAP　77の会話モードのもとで利用
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者がSUMMARYコマンドを入力すると何度でもサマリーを出力することができる（図5⑮，⑯参照）．

　　　＝；P77　T。S，．FSD．。。R，η⑦

　　　　　　　：：：：：：：：D：：7：。㌫雰C：漂。：認：D．：：：：中②

　　　FORTR臼N　77　CO門PILεR　ENTERεD
　　　FORTRρN　77　ERROR　ト1ESSqGESξ　PROGRq門　N臼門ε（Z　　　　　）．FLρG（E），OPTI”IZE（2）
　　　FORTRρN　77　ERROR　「咋εSSρGεS3　PROGRρ阿　Nρ阿E（L　　　　　），FLqG（E），OPTIHIZE（2）

　　　FORTR臼N　77　ERROR　「1ESS⇔GES：　PRO6Rρ阿　NρHE（「1FSD　　），FL臼G（ε），OPTIHIZE（2）
　　　FORTR⇔N　77　ERROR　卜1ESS臼6εS3　PROGR口「i　Nρf吋E（臼　　　　　），FLρG（ε）．OPTI門IZε（2）

　　　FORTRρN　77　ERROR　「「ESSρGES3　PROGRρH　N口Hε（F1　　　　），FLρG（E），OPTIHIZE（2）
　　　FORTRnN　77　ERROR　阿ESSnGES3　PROGRR阿　Nρ阿E（F2　　　　），FL口G（E）．OPTI阿IZE（2）

竺liiiii璽i；i：ii㌻（罫一一・④

◎三i・1㌘∴：lm‘15：11二輪∴田⑦

　　　一一　END　OF　PROGRρ同　門FSD

◎

F臼CO門　　OSIU1F4　　FORD臼P77　　－840225－　　）－93　　L－91　　DQTE　84一θ5－14　　了1同E　18－13－27

………S－R・・FP・・C・DU・ES・・S・U・C・P・・GR・・……… ⑧
NnHE　　　串　　NO　中　LINES　＊　E×ECUTρ8LE　＊　UNE×ECUTED　＊　INUOκεD　串　EXεCU了10NS　申　　丁1Hε

阿　阿FSO　　　　　　　6　　　　　　ヱ7　　　　　　　　　　　19　　　　　　　　　　　　θ　　　　　　　　　θ　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　9

SO　　　　　7　　　5　　　　　 2　　　　　 9　　　　1　　　　　　1　　　0
F　F1　　　　　　　9　　　　　 4　　　　　　　　　2　　　　　　　　　9　　　　　　　1　　　　　　　　　1　　　　　θ
F　F2　　　　　　　　1θ　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　9

SZ　　　　 2　　　5　　　　　 2　　　　　 0　　　　1　　　　　　1　　　0

D喰＊噛ゆ中申35　1　θ　θ　θθD申申縛・中＊中55　1　θ　θ　θθ
D　XVZ　　　　　　　　1　　　　　　6　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　θ　　　　　　　　　　　0　　　　　　　θ

中中＊痢ψTOTnL申申申噛申　　　　　61　　　　　　　　　　　24　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　14

◎i：iii♀lll：㌘三≡二∴1㍗’u：二∵黛．　＿

　　　　　　　　　　　　　　＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PRO6Rn門　回FSD
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CO「可P↑ON　！D！IZVX，ID1，ID2，IDX

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　ωRITE（6，19）

　　　　　　　　　　　　　　　　　19　FORHqT（，一一一　PRO6R口「鴨　HドSD　ENTERED，1’一一一　INPUT　DRTθ（15）　PLEρSE，）

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　RερD（5，2θ）　1

　　　　　　　　　　　　　　　　29　FORH自丁（15）

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　CρLし　Z

　　　　　　　　　　　　l　　　　　　cnLL　し

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　CρLL　口

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　1Fエ1D2＋F1（1θ）＋F2（19θ）

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　ωRITε（6，25）　1，IFレ1・白IF

　　　　　　　　　　　　　　　　25　FOR「イロT（，中中中’，18，．＋．，18，，＝，．18＞

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　ω舟Irε（6，39）

　　　　　　　　　　　　　　　　39　FOR∫り臼丁（・一一一　END　OF　PROGR⇔H　阿FSD，》

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　STOP

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　εND

　　　申中巾＊＊　INPUT　CO何阿口ND　PLE臼SE　（　SUHH口RV　．　LIST　，　END　）

①　　　L　1
　　　εXεCUTIONS　＊牢　SOURCE　STqτε阿ENT　申申　　　　　　　　EXECUTION　TI門E　＝　　　　　　　　　　9　阿SεC

　　　　　　　　　　　　　　申　　　　　THIS　IS　PRO6RρH　FOR　TEST　HFSD

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8LOCκ　Dρ丁臼　×∨Z

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　COH「10N　／D！IZ∨X，ID1．ID2，IDX

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DρTρ　IZ∨X！10ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　εND

　　　＊＊＊＊＊　1NPUT　CO阿門qND　PLEqsε　（　SU阿阿臼R∨　，　LIS「「　，　END　＞

＠　　　L　3－4
　　　E×ECUTIONS　＊＊　SOURCε　STρ丁ε阿εNT　中申　　　　　　　　εXεCUTION　TINE　エ　　　　　　　　　θ　門SεC

　　　　　　　　　　　　　ゆ

図　5．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8LOCκ　Dn丁ρ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CO門門ON　！D！IZ∨×，ID1．ID2，ID×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D臼丁臼　ID11199！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　END

　　　εXεCUTIONS　申申　SOURCE　ST口TE阿ENT　中噛　　　　　　　EXECUTION　TI「噌ε　エ　　　　　　　　　1　「吋SEC

　　　　　　　　　　　　　　巾

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　SUθROUTINε　L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　COH阿ON　！D！IZ∨×，　ID1，ID2，ID×

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　1L＝ID1◆1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　εND

　　　噛巾巾＊巾　INPUT　COH阿臼NO　PLεqSE　（　SUH門F）R∨　．　しIS丁　，　εND　）

◎L8F22－3　　　EXεCUTIONS　＊＊　SOURCε　STqTεHENT　＊中　　　　　　　　EXECU丁10N　「「IHE　＝　　　　　　　　　θ　HSεC
　　　　　　　　　　　　　　＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　BI＿OCκ　DρTρ　D×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CO門阿ON　！D！1Z＞×．ID1，ID2，ID×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DρTρ　ID×！300！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　εND

　　　εXεCUTIONS　＊＊　SOURCε　STn丁E阿ENT　中中　　　　　　　　E×ECUγ10N　TI門ε　．　　　　　　　　　θ　HSEC
　　　　　　　　　　　　　　＊

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　FUNCT10N　F2（IP）

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　F2冨IP＋2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　END

　　　εXECUTIONS　ゆ噛　SOURCE　S「「qTε「りENT　内牢　　　　　　　　E×ECUTION　TI門E　＝　　　　　　　　　9　阿SEC

　　　　　　　　　　　　　　＊

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　SU8ROUTINE　Z

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CO「イHON　！D／IZ∨×，ID1，ID2，IDX

　　　　　　　　　　　　l　　　　　　IZ冨IZ＞×＋1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　εND

　　　EXεCUTIONS　＊申　SOURCE　ST臼TE何ENT　申＊　　　　　　　ε×ECUTION　TI門ε　＝　　　　　　　　　θ　門SEC
　　　　　　　　　　　　　　中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8LOCκ　DnTq

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CO門ρ10N　！D！IZ∨×，ID1．ID2，ID×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DqTρ　1D1！100！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　END

　　　申中中申巾　INPUT　CO門岡ρND　PLEρSE　（　SU門門臼R∨　，　LIST　，　END　）
⑭・・
　　　EXεCU丁10NS　中廟　SOURCE　STR丁εHεNT　＊中　　　　　　　εXECtJTI卵　τ1HE　宕　　　　　　　　　θ　∫蛉江

　　　　　　　　　　　　　　巾　　　　　了HIS　IS　P険OGR⇔阿　FOR　TEST　岡FSD

　　　　　　　　　　　　　　　　θLOCκ　DnTρ　×∨Z

　　　　　　　　　　　　　　　　CO門門ON　！D！12＞×，　IDユ，ID2，ID×

　　　　　　　　　　　　　　　　Dρ丁口　12∨×／19！

　　　　　　　　　　　　　　　　END

EXECU丁10NS　＊中　SOURCE　STρTE門EN丁　＊＊　　　　　　　　EXECUTION　TI門ε　＝　　　　　　　　　9　HSEC
　　　　　　　　　　申

　　　　　　　　　1　　　SU8ROUTINE　Z
　　　　　　　　　　　　　　　　CO「り「咋ON　！D！IZ∨×，ID1，ID2，IDX

　　　　　　　　　l　　　　　　IZ＝IZ∨X＋1

　　　　　　　　　　　　　　　　END

ε×εCUTIONS　喰＊　SOURCε　STRTE門εNT　申中　　　　　　　　ε×ECUTIO～　TI門E　＝　　　　　　　　　9　阿SEC

　　　　　　　　　　巾

　　　　　　　　　　　　　　　　8LOCκ　DρTq

　　　　　　　　　　　　　　　　CO∫¶HON　！D／IZ∨X，ID1．ID2，ID×

　　　　　　　　　　　　　　　　DnTq　ID1！199！

　　　　　　　　　　　　　　　　END

ε×ECUT10NS　＊申　SOURCε　ST⇔TE門ENT　申中　　　　　　　　E×εCUTION　TI門E　冨　　　　　　　　　1　HSεC

　　　　　　　　　　ゆ

　　　　　　　　　1　　　　　　　SUBROUTINE　L

　　　　　　　　　　　　　　　　COHHON　1D！IZ∨×，ID1，ID2，1D×
　　　　　　　　　1　　　　　　　1t＿＝ID1＋1

　　　　　　　　　　　　　　　　END

εXεCUTIONS　中申　SOURCE　ST口TEHENT　喰＊　　　　　　　E×εCUTION　TI♪1ε　＝　　　　　　　　　g　阿SEC
　　　　　　　　　　中

　　　　　　　　　　　　　　　　BLOCκ　D自丁⇔

　　　　　　　　　　　　　　　　COH阿ON　！D！IZ∨X，ID1，ID2，ID×

　　　　　　　　　　　　　　　　Dρ了口　ID2！299！

　　　　　　　　　　　　　　　　END

EXεCUTIONS　申巾　SOURCε　STρTE何εNT　申中　　　　　　　　ε×ECUTION　T1阿ε　＝　　　　　　　　　9　阿SEC

　　　　　　　　　　　　　　　　PROGR臼阿　「鴨FSD

　　　　　　　　　　　　　　　　CO阿HON　！D／IZ∨X，ID1，1D2．1DX
　　　　　　　　　l　　　　　　　URITE（6，19＞

　　　　　　　　　　　　　1θ　FOR岡ρT（．一一一　PROGR臼阿　HFSD　ENTεRεD．／，一一一　INPUT　D臼丁ρ（15）　PLε臼SE，）

　　　　　　　　　1　　　　　　　REρD（5，29）　1

　　　　　　　　　　　　　2θ　FORHnT《15）

　　　　　　　　　1　　　　　　CρLL　Z

　　　　　　　　　l　　　　　　c臼LL　L

　　　　　　　　　l　　　　　　cqLL　口

　　　　　　　　　1　　　　　　　1F牢1D2◆F1（1θ）＋F2（1θθ）

　　　　　　　　　1　　　　ωRITε（6’25）1’IF’1◆IF　　　　　　　　　【図　 5．（っづき）
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　　　　　　　　　　　　　25　FORH口丁く，中＊＊，，1θ，・◆，，18，，■，，18）

　　　　　　　　　1　　　　　　　　ωRITε〈6，36）

　　　　　　　　　　　　　3θ　FORH臼γ（°一一一　END　OF　PROGR口H　阿FSD，）

　　　　　　　　　1　　　　　　STOP

　　　　　　　　　　　　　　　　εND

εXεCUγ10NS　■京　SOURCε　ST口丁εHENT　中＊　　　　　　　　EXεCUTION　TI付ε　定　　　　　　　　　θ　HSεC

　　　　　　　　　　申

　　　　　　　　　1　　　　　　　SU8ROUTINE　ρ

　　　　　　　　　　　　　　　　COHHON　！D！IZ∨X．ID1，ID2，IDX
　　　　　　　　　l　　　　　　　　Iρ■ID×＋1

　　　　　　　　　　　　　　　　εND

EXεCUTIONS　車巾　SOURCε　STρTεHENr　巾申　　　　　　　EXECUTION　TIHE　治　　　　　　　　　9　飼SεC
　　　　　　　　　　中

　　　　　　　　　　　　　　　　θLOCκ　D臼丁口　DX

　　　　　　　　　　　　　　　　COHHON　！D！IZ∨X．1D1．ID2，IDX

　　　　　　　　　　　　　　　　D臼γρ　ID×！396！

　　　　　　　　　　　　　　　　END

εXECUγ10NS　傘＊　SOURCE　ST臼丁εHεNT　申中　　　　　　　　εXεCUT10N　TI阿ε　エ　　　　　　　　　O　HSEC

　　　　　　　　　　ゆ

　　　　　　　　　1　　　　　　FUNCTION　F1（IP）
　　　　　　　　　1　　　　　　F1エIP＋1

　　　　　　　　　　　　　　　　END

EXεCUTIONS　噛■　SOURCε　ST口TEHENγ　＊中　　　　　　　εXECUTION　TIHE　字　　　　　　　　　9　HSεC
　　　　　　　　　　串

　　　　　　　　　1　　　　　　FUNCTION　F2（IP）
　　　　　　　　　1　　　　　　F2ロIP＋2

　　　　　　　　　　　　　　　　εND

■＊ホ中■　INPUT　CO門何口ND　PLερSε　（　SU門H口R∨　，　1－IST　，　εND　）

S　臼

　　　◎

　　　　　　　　　　申中＊＊申申申申＊　SUH門nR∨　OF　PROCEDURES　IN　SOURCε　PRO6RqH　巾噛喰＊傘巾申ゆ中

N臼阿ε　　　巾　　NO　巾　LINES　中　ε×εCUT臼8LE　＊　UNεXεCUTεD　■　INUOκED　中　EXεCUTION⑨　ゆ　　TIHE

同　PIFSD　　　　　　　6　　　　　　17　　　　　　　　　　1θ　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　9　　　　　　　9

Sρ　　　　　7　　　5　　　　　 2　　　　　 6　　　　1　　　　　　1　　　0
F　F1　　　　　　　　9　　　　　　4　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　9　　　　　　　　1　　　　　　　　　　1　　　　　　9

F　F2　　　　　　　19　　　　　　4　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　θ　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　1　　　　　　θ

S　Z　　　　　　　　　　2　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　θ　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　8

D　申＊喰申申噛　　　　　3　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　θ

D　申亭巾中＊中　　　　　5　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　θ　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　0

D　×vz　　　　　　　　1　　　　　　6　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　g　　　　　　　　g　　　　　　　　　　　o　　　　　　　9

＊申■●卓丁OTρL噛＊申＊巾　　　　　61　　　　　　　　　　　24　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　14

■ゆ■噛⑨　INPUT　COHHρND　PLερSE　（　SU阿「噌nRV　，　LIST　．　END　＞

SUH卜1⇔RV　N
　　　⑯

　　　　　　　　　申中中申申巾申傘申　SU門阿qR∨　OF　PROCεDURεS　IN　SOURCE　PROGRρ阿　中中中中中申中＊＊

NnHE　　　＊　　NO　＊　LINεS　中　ε×ECUTn8Lε　噛　UNE×εCUTED　申　INUOκED　＊　εXECUTIONS　＊　　TI「吋ε

D　XVZ　　　　　　　1　　　　　　6　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　9　　　　　　θ

SZ　　　　　2　　　 5　　　　　　2　　　　　　9　　　　 1　　　　　　1　　　9

Dゆ■＊申＊巾35　1　θ　9　θ9
D＊ゆ傘＊巾巾5　5　　1　　θ　9　 9　9H　HFSD　　　　　　　6　　　　　　17　　　　　　　　　　1θ　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　9　　　　　　　9

Sρ　　　　　7　　　5　　　　　 2　　　　　 θ　　　　1　　　　　　1　　　0

F　F1　　　　　　　　9　　　　　　　4　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　1　　　　　　　9

FF2　　　　1θ　　　4　　　　　 2　　　　　 9　　　　1　　　　　　1　　　9

中＊申中＊TOγqL＊＊＊中＊　　　　61　　　　　　　　　24　　　　　　　　　　9　　　　　　　 5　　　　　　　　　14

　　　＊中申中巾　INPUT　CO「噂門ρND　PLEρSE　（　SU阿H自R∨　’　LISτ　・　END　）

⑰　　　εND　　　　　　　　中＊＊＊＊　END　OF　FORD自P77　SERUICE　＊＊＊＊申

　　　RE口D∨

図5．（っづき）
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　・END：このコマンドは利用者とFORDAP77との会話を終らせるためのものである．　FORDAP

77会話モードのもとで利用者が「END」或は「E」を入力すると会話が終る．このとき，　FORDAP

77は次の

＊中中寧中　END　OF　FORDRP77　SERUICE　中＊中申＊

というメッセージを出力する（図5⑰参照）．

4．FORDAP77の使用上の制限および注意事項

　FORDAP77を使用する上で次の制限と注意事項がある．

　（D　計測の対象となるソース・プログラムは固定形式のものに限る．自由形式のものは，固定形式

に変換した上でFORDAP　77を使用すること．またこのソース・プログラムには主プログラムを必ず

含まねばならぬ．

　（2）次の英字名は予約名となり利用者のプログラム中では使用できない．

SYS900，　SYS901，SYS902，　SYS903，　SYS904，

SYS905，　SYS906，　SYS907，　SYS908，　SYS909

　（3）　65000～65535の文番号は計測で使用しているので，利用者のソース・プログラムの中で

これらの文番号を使用できない．

　（4）ファイル参照番号95，96，97，98，99を計測で使用しているので利用者はこれらを使用して

はならない．

　（5）FORDAP77は実行回数を計測するために計測用カウンタが必要である．カウンタの最高数は

10000個になっている．このカウンタ数では経験的に約25000行程度のFORTRAN77プログラ

ムが計測可能である．これで計測できない大きなFORTRAN77プログラムのときはFORDAP77の

使用制限を違反するメッセージが出力される．

　（6）　FORDAP77は被計測ソース・プログラムのサブルーチン副プログラムと関数副プログラムと

の合計数の上限を180個としている．初期値設定副プログラムの数の上限を20個としている．

　（7）DO文とプロ。クIF文の入れ子の数の上限はFORTRAN　JIS　C6201（1982）［3］の中

で定義していない．FORDAP　77ではそれぞれの上限を25としている．

　（8）FORDAP77の解析対象はFORTRAN　JIS　C6201（1982）［3］で書いたFORTRAN

77プログラムであるが，今回，FORDAP77の実現に当ってJIS規格以外のFACOM　OSIV／F4

FORTRAN77の仕様［4］［5］も考慮に入れた．利用者は拡張されたDO文や各種のデバ。グ文

など［4コも使用することができる．しかし，FACOM　OS皿／F4　FORTRAN77以外の拡張に対

してはFORDAP　77は正しく対処しないことがある．

　（9）元のFORDAPは入力されるFORTRANプログラムはあらかじめFORTRANコンパイラで文法

違反がないことを確かめたものに限るという制限がある［2］．FORDAP　77はこういう制限をとり

はずした．したがってプログラム中に文法的な誤りがあればコンパイルする時エラー・メッセージが

現われる．しかし，コンパイルされるプログラムはFORDAP　77の前処理によってカウンタを挿入し
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たものであるのでエラー・メ。セージの行番号が元のソース・プログラムのものと違ってくるので注

意されたい．

　（10各プログラム単位ごとに計測される実行時間は各プログラム単位の入口と出口でそれまで使用

されたCPU時間を計測してその差を積算したものである．実際のCPU時間の計測はFACOM　OSIV

／F4　FORTRAN77のCLOCKルーチンで行う．したがって計測の対象となる副プログラムが多数

回呼ばれると（したがってCLOCKルーチンも多数回呼ばれると）そのためのオーバヘッドが無視で

きなくなる場合がある．このとき，次の対処の仕方がある．計測の対象となるFORTRAN77プログ

ラムの一番先頭に注釈行として

C－TIME

を付け加えるとFORDAP77は主プログラムのみCPU時間を計測し副プログラムのCPU時間を計測

しない．

5．おわりに

　元のFORDAPは，　FORTRANプログラムの改善を助けるッールとして，九大センターでよく使用

していただいた．それがFORDAP77を作る原動力になった．　FORDAP77を用いてプログラムを評

価・改善する過程については，文献［1］を参照されたい．

　FORDAP77の作成にあたって，元のFORDAPを実現した藤村直美助教授（九大情報処理教育セ

ンター）にはお世話になった．また，JOB制御文，コマンドプロシジャの作成，ユーザインタフェー

スの設計について，高木利久助手（九大情報工学科）から，さまざまな注意と指導を受けた．ここに

記して謝意を表す．
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